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令
和
３
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
山
下
と
申
し
ま
す
。

　

昨
年
度
同
様
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
文
面
で
の
ご
挨
拶
と
な

り
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
じ
て
皆
様
と
な

か
な
か
お
会
い
で
き
な
い
事
を
残
念

に
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
あ
っ
と
い
う
間
に
半
年

が
経
ち
、
予
定
さ
れ
て
い
た
学
校
行

事
は
、
様
式
の
変
更
や
縮
小
、
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
で
は
昨
年
度
か
ら
準
備
さ
れ
７

月
に
開
催
予
定
で
し
た
、
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
関
東
大
会
山
梨
大
会

が
中
止
と
な
り
、
全
国
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
島
根
大
会
は
ラ
イ
ブ
配
信
と
な
っ

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
校
内
に
お
き

ま
し
て
は
、
毎
年
多
く
の
皆
様
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
し
て

も
最
大
の
事
業
と
な
り
ま
す
競
歩
大

会
で
す
が
、
昨
年
同
様
中
止
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
最
後
の
機
会
で

あ
っ
た
３
年
生
に
と
っ
て
は
と
て
も

残
念
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
昨
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
無
観

客
で
は
あ
り
ま
す
が
、
総
体
や
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
な
ど
の
各
種
部
活
動
の
大

会
等
開
催
さ
れ
、
ま
だ
ま
だ
予
断
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
少
し
ず
つ
明
る

い
兆
し
が
感
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
皆

様
も
感
染
拡
大
を
抑
え
る
た
め
に
、

日
々
努
力
を
重
ね
注
意
を
払
っ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
子
供
達
も
学

校
の
ご
指
導
の
下
、
時
差
登
校
・
マ

ス
ク
着
用
・
消
毒
液
の
使
用
・
黙
食

の
徹
底
等
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

毎
日
心
配
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
今
で

き
る
こ
と
を
丹
念
に
継
続
し
て
い
く

こ
と
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
社
会
情
勢
や
生
活
の
変
化
で
、

親
子
共
々
ご
家
庭
で
過
ご
す
時
間
が

少
な
か
ら
ず
増
え
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ

家
族
の
在
り
方
、
想
い
な
ど
を
見
つ

め
直
し
、
新
し
い
気
付
き
へ
と
な
る

き
っ
か
け
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
大
切
な
家
族
の
心
身
の
健
康

や
、
子
供
た
ち
の
明
る
い
未
来
を
願

う
気
持
ち
は
ど
の
保
護
者
も
一
緒
だ

と
思
い
ま
す
。
今
あ
る
有
効
な
時
間

を
大
切
に
し
て
、
今
で
き
る
こ
と
に
柔

軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
前
向
き
な
気

持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

い
よ
い
よ
今
年
度
も
後
半
に
向
か

い
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
小
さ
な
家
族

の
輪
か
ら
、
学
校
生
活
の
輪
、Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
の
輪
へ
皆
様
の
お
力
添
え
を
賜

り
、
引
き
続
き
子
供
達
、
保
護
者
、

学
校
の
架
け
橋
と
な
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
心
安
全
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、

今
で
き
る
こ
と
を
皆
様
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

世
界
を
震
撼
さ
せ
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
社
会
の
あ
り
様

を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
製
造
業
、
観
光
業

お
よ
び
飲
食
業
な
ど
で
は
大
き
な
打

撃
を
受
け
て
い
ま
す
。
学
校
で
は
、

臨
時
休
校
の
長
期
化
や
、
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
活
動
の
制
限
な
ど
も
あ

り
、
生
徒
た
ち
の
学
び
に
影
響
が
及

ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
み
、
深
刻
な
事
態
か
ら
脱
し

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
完
全
な
収
束
に

は
至
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
油
断
は

で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
国
難
と

も
い
え
る
未
曽
有
の
事
態
に
遭
遇
し
、

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
の
中
で
の
生

活
を
と
お
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
生

活
の
尊
さ
を
知
り
、
加
え
て
今
ま
で
の

生
活
を
見
直
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
医
療
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
発

達
し
、
先
進
国
で
は
１
０
０
歳
ま
で
生

き
る
確
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
世

界
的
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
ま
し
た

「LIFE 　

SH
IFT

」
の
著
者
、
リ
ン
ダ
・

グ
ラ
ッ
ト
ン
氏
は
、
著
書
の
中
で
、
先

進
国
で
生
ま
れ
る
子
ど
も
の
２
人
に
１

人
が
１
０
０
歳
以
上
生
き
る
「
人
生
１

０
０
年
時
代
」
の
到
来
に
つ
い
て
触
れ
て

い
ま
す
。
我
が
国
も
例
外
で
は
な
く
、

「
２
０
０
７
年
生
ま
れ
の
子
ど
も
の
半
数

が
１
０
７
歳
ま
で
生
き
う
る
」
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。「
人
生
１
０
０
年
時
代

を
ど
の
よ
う
に
生
き
る
の
か
？
」、
こ
れ

は
、
次
代
を
担
う
世
代
に
課
せ
ら
れ
た

課
題
で
す
。

　

２
１
世
紀
に
入
り
、
人
工
知
能
Ａ

Ｉ
や
科
学
技
術
の
発
達
に
よ
り
情
報

社
会
は
大
き
く
変
容
し
ま
し
た
。
ま

た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
の
進
展
に

よ
り
、
産
業
構
造
や
雇
用
環
境
に
も

変
化
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
最
近
で
は
、
ア
メ
リ
カ
と
中
国

を
中
心
と
す
る
国
際
情
勢
も
緊
迫
感

が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。
非
連
続
的

と
も
言
え
る
ほ
ど
急
激
に
変
化
し
て

い
る
現
代
社
会
で
は
、
実
社
会
に
お

い
て
求
め
ら
れ
る
能
力
も
刻
々
と
変

化
し
続
け
ま
す
。
特
定
の
分
野
に
関

す
る
知
識
や
技
能
だ
け
で
な
く
、
多

分
野
に
関
す
る
理
解
や
、
新
し
い
学

び
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
学
び
を
支
え
る
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
へ
の
挑
戦
、
そ
し
て
失
敗

す
る
経
験
な
ら
び
に
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
、
乗
り
越
え
る
経
験
も
必
要

で
す
。
そ
れ
は
、
変
化
の
激
し
い
中

で
生
き
る
た
め
に
は
、
変
化
に
適
応

で
き
る
力
や
、
粘
り
強
く
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
力
、
そ
し
て
、
失
敗

し
て
も
く
じ
け
な
い
し
な
や
か
さ
が

必
要
だ
か
ら
で
す
。

　

高
校
で
は
、
来
年
度
よ
り
新
学
習

指
導
要
領
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
学

校
教
育
で
は
、
主
体
的
、
対
話
的
で

深
い
学
び
の
実
現
を
と
お
し
て
、
社

会
で
生
き
る
た
め
の
資
質
・
能
力
を

育
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

深
い
学
び
と
は
本
質
に
迫
る
学
び
で

あ
り
、
習
得
し
た
知
識
を
課
題
解
決

に
導
く
ま
で
に
昇
華
さ
せ
る
学
び
だ

と
言
え
ま
す
。
山
積
す
る
課
題
に
目

を
そ
ら
す
こ
と
な
く
主
体
的
に
向
き

合
い
、
解
決
に
向
け
て
他
者
と
協
働

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
を
生
き
て
い
く
上
で
は
必
要

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
の
高
校
生
世
代
は
、ま
さ
に
「
人

生
１
０
０
年
時
代
」
を
生
き
て
い
く

世
代
で
す
。
生
徒
た
ち
に
は
、
か
け

が
い
の
な
い
高
校
時
代
を
仲
間
と
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
教
科
活
動
、
学

校
行
事
や
部
活
動
に
取
り
組
み
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
び
を
と
お
し
て
知
を
磨

き
、
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
大
い
に
学
ん
で
欲

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
よ
い

人
生
を
送
る
基
盤
を
築
き
、
ま
た
、

次
代
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
で
き
る

よ
う
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
人
生
１
０
０
年
時
代
を

　
　
　
　
　
　
　

生
き
る
」

校　

長

萩　

原　

章　

司
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名
誉
会
長　

萩
原　

章
司
（
校　

長
）

顧　
　

問　

坂
本　
　

豊
（
甲
州
市
）

会　
　

長　

山
下　
　

剛
（
山
梨
市
）

副
会
長　

萩
原　

達
矢
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

磯
野　

知
子
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

姫
野　

敏
樹
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

手
塚　

俊
樹
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

小
林　

太
郎
（
教　

頭
）

監　
　

事　

金
井　
　

巌
（
三
年
次
）

　

〃　
　

三
枝　

輝
男
（
二
年
次
）

　

〃　
　

竹
下
み
さ
お
（
一
年
次
）

事
務
局
長　

小
林　

太
郎
（
教　

頭
）

出
納
員　

萱
沼　

尚
貴
（
事
務
長
）

三
年
次

部　
　

長　

萩
原　

達
矢
（
笛
吹
市
）

副
部
長　

廣
瀬　
　

仁
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

小
林　

敏
樹
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

磯
野　

知
子
（
山
梨
市
）

監　
　

事　

金
井　
　

巌
（
甲
州
市
）

理　
　

事　

窪
田　

良
永
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

田
草
川
文
香
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

金
子
佐
由
美
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

久
津
間
紀
道
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

雨
宮　

京
子
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

横
瀬　
　

勉
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

矢
口　

有
美
（
甲
州
市
）

　

〃　
　
佐
久
間
い
づ
み
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

村
松　

智
美
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

荻
野　

善
文
（
甲
府
市
）

　

〃　
　

飯
島
亜
由
美
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

山
下　
　

剛
（
山
梨
市
）

学
年
主
任　

秋
山　

岳
巨

二
年
次

部　
　

長　

姫
野　

敏
樹
（
甲
州
市
）

副
部
長　

飯
嶋　

孝
則
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

山
中　

喜
美
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

高
橋
い
づ
美
（
山
梨
市
）

監　
　

事　

三
枝　

輝
男
（
笛
吹
市
）

理　
　

事　

石
場　

利
英
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

古
屋　

文
人
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

岸
本　

透
子
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

岡
田　
　

強
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

高
原　

恵
幸
（
山
梨
市
）

　

〃　
　
久
保
島
真
奈
美
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

松
橋　

壮
一
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

飯
島　

昌
代
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

早
川　

賢
一
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

植
村　

芳
子
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

荻
原　
　

昭
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

今
井　

英
司
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

窪
田　

浩
子
（
笛
吹
市
）

学
年
主
任　

古
明
地　

隆

一
年
次

部　
　

長　

手
塚　

俊
樹
（
山
梨
市
）

副
部
長　

三
枝　

智
久
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

佐
藤　

由
美
（
甲
州
市
）

　

〃　
　
初
鹿
野
美
由
紀
（
甲
州
市
）

監　
　

事　

竹
下
み
さ
お
（
笛
吹
市
）

理　
　

事　

小
野　

真
太
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

宮
本　

貴
光
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

鎭
目　

絵
理
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

松
下　

知
美
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

佐
藤　

達
也
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

奥
山　

信
二
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

古
屋　

一
裕
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

野
澤　

美
恵
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

風
間　

英
樹
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

須
田　

高
志
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

菊
嶋　

雅
代
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

渡
瀬　

保
長
（
甲
府
市
）

　

〃　
　

仲
二
見　

登
（
笛
吹
市
）

学
年
主
任　

望
月　

亜
由

令
和
三
年
度　

Ｐ
Ｔ
Ａ
理
事

入
学
式
・
一
年
次
部
会
・
理
事
会

　

四
月
八
日

　

午
前
九
時
か
ら
入
学
式
を
実
施
。

一
年
次
部
会
で
新
理
事
を
選
出
。
そ

の
後
一
年
次
理
事
会
で
部
長
・
副
部

長
・
監
事
を
互
選
。
令
和
三
年
度
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

会
計
監
査
・
役
員
会
・
各
年
次
理
事
会
・

第
一
回
理
事
会

　

四
月
十
九
日

　

零
時
半
か
ら
会
計
監
査
、
二
時
半

か
ら
役
員
会
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後

三
時
よ
り
各
学
年
の
理
事
会
、
四
時

よ
り
全
体
理
事
会
が
行
わ
れ
た
。
総

会
運
営
に
先
立
ち
内
容
を
検
討
し
た
。

各
年
次
部
会
・
Ｈ
Ｒ
保
護
者
会
・
総
会

　

四
月
二
十
九
日

　

各
年
次
部
会
は
、
年
次
ご
と
時
間

を
ず
ら
し
て
、
保
護
者
に
Ｈ
Ｒ
に
入
っ

て
い
た
だ
き
リ
モ
ー
ト
で
行
い
、
そ

の
後
、Ｈ
Ｒ
ご
と
保
護
者
会
が
行
わ
れ

た
。
総
会
は
資
料
を
配
布
し
て
の
書

面
決
議
と
し
、
山
下
会
長
以
下
の
本

年
度
役
員
が
承
認
さ
れ
た
。
坂
本
前

会
長
以
下
の
退
任
理
事
に
感
謝
状
を

郵
送
す
る
形
で
、
ご
尽
力
に
お
礼
を

し
た
。

関
東
高
Ｐ
連
大
会

　

七
月
九
日
〜
十
日
に
山
梨
で
開
催

さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
関
東
大
会
は

中
止
と
な
っ
た
。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　

七
月
十
三
日
〜
十
六
日
の
三
者
懇

談
の
折
に
行
わ
れ
た
。
家
庭
で
有
休

品
に
な
っ
て
い
る
缶
詰
め
や
レ
ト
ル

ト
商
品
な
ど
の
食
品
を
お
持
ち
頂
い

た
。
集
ま
っ
た
食
品
は
、
二
十
日
に

フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
に
寄
付
し
た
。

全
国
高
Ｐ
連
大
会

　

八
月
二
十
三
日
〜
二
十
五
日
に
島

根
県
で
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

第
二
回
理
事
会

　

九
月
十
日
に
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ

た
が
中
止
と
な
っ
た
。

強
歩
大
会

　

九
月
三
十
〜
十
月
一
日
に
行
わ
れ

る
予
定
だ
っ
た
が
中
止
と
な
っ
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
（
本
校
主
催
）

　

十
月
二
十
七
日

　

午
後
四
時
二
十
分
よ
り
、
本
校
視

聴
覚
教
室
に
於
い
て
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

主
催
研
修
会
が
あ
り
、
山
梨
県
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
チ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
保
坂
三
雄
先
生
に
ご
講

演
を
頂
い
た
。

第
三
回
理
事
会

　

十
月
二
十
七
日

　

定
例
の
理
事
会
を
開
催
し
た
。
上

半
期
会
務
報
告
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

に
つ
い
て
な
ど
の
審
議
や
報
告
が
行

わ
れ
た
。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
い
て総

務
係　

　

本
校
で
は
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
、

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
始
め
ま
し
た
。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
家
庭
で
有

休
品
に
な
っ
て
い
る
食
品
を
集
め
、

福
祉
団
体
に
寄
付
し
、
そ
れ
を
必
要

と
し
て
い
る
御
家
庭
や
施
設
に
配
布

す
る
取
り
組
み
で
す
。
貧
困
対
策
と

同
時
に
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
繋
が
り
ま

す
。
生
徒
さ
ん
た
ち
に
も
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
考
え
方
や
、
現
代
の
社
会
状
況
を

理
解
す
る
勉
強
の
機
会
を
与
え
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

　

今
年
も
七
月
の
三
者
懇
談
の
際
に

実
施
を
し
、
生
徒
会
の
生
徒
の
協
力

を
得
て
食
品
の
仕
分
け
・
箱
詰
め
を

行
い
、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
」
に
寄

付
致
し
ま
し
た
。
御
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
二
回
目
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
を
、
十
二
月
十
六
日
か
ら
始
ま
る

三
者
懇
談
に
併
せ
て
実
施
い
た
し
ま

す
。Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
さ
ん
の
御
理

解
、
御
支
援
を
、
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局
日
誌


